
研究主題 ：      地域と響き合い、未来を豊かに生き抜く児童の育成 

～ICT活用で実現する個別最適な学びと協働的な学び～      豊島区立椎名町小学校 

 

１ 主題設定の理由と研究の経過 

本校は、令和４年度 東京都地域人材・資源活用推進校の

指定を受け「SDGs×地域（トキワ荘・学校園）×ICT」を掲

げ、地域と連携したカリキュラム・マネジメントの充実と

ICTを活用した授業デザインについて研究を行ってきた。そ

の成果と課題を踏まえ、令和５・６年度は、豊島区教育委員

会研究開発指定校として、ICTを有効に活用して個別最適な

学びと協働的な学びの一体的な充実を図り、地域と響き合

いながら「令和の日本型学校教育」の構築を目指し研究を進

めている。昨年度は、児童がマンガ・アニメ文化発祥の地

「トキワ荘」のある町を誇りとして主体的に学び、広い学校

園で地域・保護者、園児と共に生き生きと活動し、その成果

を発信したり、地域の大学や企業と連携した新たなカリキ

ュラムを開発したりすることができた。 

本校の児童は、自分の住んでいる地域に愛着をもち、意欲

をもって学習に取り組んでいる。また、ICTの活用を積極的

に進めてきたことで、児童はタブレット端末を学びのツー

ルとして使いこなすことができている。タブレット端末の

貸与を機に、「椎小タブレットルール」を保護者・地域にも

示し、「情報モラル推進月間」を設定するなどして家庭・地

域と一緒に情報モラルの育成を図ってきたことや、企業と

連携したプログラミング教育を推進してきた成果も見られ

る。一方で、学習の成果を伝えたり発信したりする力にやや課題がある。激変する情報化社会の状況に

柔軟に対応し、これからの社会を生き抜く力の育成のためには、指導内容のさらなる改善も必須である。 

そこで、今年度は、特色ある地域資源・人材と既存の ICT環境を最大限に活かしてカリキュラムの改

善を図り、学習過程と学習形態をモデル化した「椎小 ICT活用モデル」を基に授業デザインを工夫して

研究を推進する。また、日常的に情報モラルを育成する方策や、デジタルとアナログを融合させた学び

の質の向上、地域とのさらなる連携、生成 AI との向き合い方等についても追究し、「地域と響き合い、

未来を豊に生き抜く児童の育成」を目指したいと考えた。 

２ 研究の内容 

（１）目指す児童像と研究仮説 

 児童の実態と地域の特色を踏まえ、研究主題・副主題を設定し、目指す児童像を「地域の教材や人材

と共感し合い、地域のよさを発信したり、自分たちにできることを実践したりする子」とし、さらに児

童の発達段階に応じて、低学年・中学年・高学年の具体的な姿を設定した。（図１） 

 そして、「学校や地域の特色を生かしたカリキュラム・マネジメントを推進し、ICTを活用して個別最

適な学びと協働的な学びを一体的に充実させていくことで、予測困難な未来を豊かに生き抜こうとする

児童を育むことができるだろう。」と研究の仮説を立て、実践を通して検証することとした。 

（２）研究を支える２本の柱 

 個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指し、学校と地域の

特色を再整理して、研究を支える２本の柱を設定した。 

 【柱１ 特色ある地域との連携】 

 日本が世界に誇るマンガ・アニメ文化発祥の地「トキワ荘マンガミュー

ジアム」を第２の教室と位置付け、自分たちの住む町について調べたり、

まちの未来を考えたりする学習活動を工夫した。フレンド・スクールである秋田県能代市の小学校と地 

域自慢の発表会も設定し、相手意識をもって学び、発信していく力を育成する。（図２） 

図１ 研究構想図 

図２ 研究を支える柱１ 



【柱２ SDGs達成の担い手育成】 

 区の施策を受け、学校園を活用した自然体験活動を通して、探究的な学

びの充実を図ったり、山形県遊佐町や地域の企業と連携したりして、SDGs

の目標を踏まえた学習活動を充実させたいと考えた。６年生は令和３年度

から区が実施している「SDGs フェスティバル」等で、SDGs 達成に向けた

未来のまちづくりのアイディアをプログラミングで具現化し、地域に提案

する発表会も継続して行っている。（図３） 

（３）研究主題に迫るための手立て 

 【手立て 1 カリキュラム・マネジメント】 

 ①学校・地域の特色の教材化 

 教科等横断的な視点で指導内容の整理・関連付けを行い、各学年の年間

指導計画を改善した。学校の特色を活かし、地域素材を学習のねらいと合

致させて教材化を図り、教育課程に位置付けた。（図４）  

②地域の人的・物的資源を活用したカリキュラム開発 

地域人材を「椎小学びのサポーター」として招へいしたり、近隣幼稚園・

保育園・中学校・大学・企業や教育連携をしている秋田県能代市小学校等

と協力・連携したカリキュラムを開発したりすることで、地域と響き合う

教育活動を目指した。（図５） 

【手立て２ ICT活用】 

 ①ICT活用による個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実 

 「令和の日本型学校教育」に示された、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を図り、ICTを

活用した授業デザインによる授業改善に取り組む。ICT の活用方法や、学習形態（一斉・個別・協働）

を明確化し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善につなげる。学校での学習活動だけ

でなく、家庭や校外においても ICTを活用し、学びの深化を図っている。 

 ②情報活用能力とプログラミング的思考の系統的な育成 

 情報教育及びプログラミング教育を通して児童に身に付けさせたい資

質・能力を整理し、指導目標の系統表を作成した。各教科等に関連付けて、

指導目標を達成するための学習活動を工夫した。（図６及び添付資料１） 

 ③情報活用技能向上に向けた取組 

 ②の系統表に基づき、各学年の目標達成に向けた学習活動を年間指導計

画に組み込んだ。さらに、「タイピングタイム」やオンラインによる他校と

の交流を朝学習の時間に位置付けることで、タブレットを道具の一つとし

て使いこなすための技能等の育成を目指した。（図７） 

 【手立て３ 教科等横断的な情報活用能力の育成】 

 ①ICTを活用した授業デザイン「椎小 ICT活用モデル」の構築 

 教師は意図的に、児童は目的をもって ICT 活用することが大切である。

そこで、「教育の情報化に関する手引（追補版）」の分類例に本校で実践した

学習場面を加え、学習過程に沿って ICT の活用場面を学習形態（一斉・個

別・協働）毎に分類し、図式化した授業デザイン「椎小 ICT活用モデル」を

構築し、検証を図った。（図８及び添付資料２） 

②「情報モラルカード」の開発・活用 

 本校では、３つのタブレットルールを定め、有効かつ安全に活用するこ

とを推進してきた。そこから育成したい情報モラルを具体的な姿として細

分化して整理し、ピクトグラムで視覚化した「情報モラルカード（椎小 18

のルール）」を作成した。 

これらのカードを各教科等で日常的に活用し、情報モラルを指導してい

る。高学年の児童は、何に気を付けたらよいか、主体的に考え実践するこ

とができるようになっている。（図９及び添付資料３） 

図３ 研究を支える柱２ 

図４ 学校・地域の特色の教材化 

図５ 地域の人的/物的資源の活用 

図６ 情報活用能力とプログラミング

的思考の系統的な育成 

図７ 情報活用技能向上に向けた
取組 

図８ 「椎小 ICTモデル」 

図９ 「情報モラルカード」の開発・活用 



３ 実践研究 

（１）実践事例１ 第６学年 音楽科                （２）実践事例２ 第３学年 算数科 

 

 

 

（３）実践事例３ 第６学年 学級活動 「AI と一緒にオリジナル songを創ろう」（添付資料４） 

 生成 AIの仕組みや特性、よさや注意点を理解し AIとの向き合い方を考

えさせたいと考えた。本時（2/3時）では、卒業に向けて、生成 AIソフト

を使って学級歌を作り、AIについて考える学習活動を行った。 

児童は６年間の思い出をキーワードにして出し合い、協働学習を通して

歌詞に入れたい言葉を選び、ChatGPT に入力して、卒業の思い出を作詞さ

せ、SUNO AIでリズムや曲想等を選択して作曲させた。完成した曲を皆で

聴き、気付いたことを話し合ったところ、児童からは、「模範解答みたいな歌詞だけど、なんか違う。」、

「どこかで聴いたことのある曲みたい。」という感想が出され、すぐに作曲できる AIのよさと特性や課

題に気付くことができた。（図 12） 

（4）実践事例４ 第３学年 総合的な学習の時間「トキワ荘のヒーローと共に世界へ」（添付資料５） 

地域にあるトキワ荘について調べ、秋田県能代市の小学校に発表する活動を行った。発表では、タブ 

レット端末を持って実際にトキワ荘に行き、ミニ学芸員としてトキワ荘を紹介するグループがあった。 

 音楽制作ソフトを活用し、適切な条件の下で、児童が音を
選択したり、組み合わせたりして旋律づくりが簡単にできる
ようにした。音楽ソフトの活用により、音楽に苦手意識をも

つ児童も自らの学習を調整しながら学ぼうとする姿が見ら
れた。また、学習の流れをフローチャートで視覚化したこと
で、主体的に学習に取り組むこともできた。 

 単元の実施前後で授業評価を実施し、数値化して検証し
た。学習後に肯定的な評価が増える傾向が見られたが、初め
て使用するソフトであったことで、児童によっては難しいと

感じたようだ。活用を継続し、器楽と音楽ソフトを児童が選
択して課題解決できるように工夫していきたい。（図 10） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「椎名町ガイドマップ」を作成し、学校から「トキワ荘」
までの道のりを求めさせることで、課題解決の意欲を高め、

主体的に学ばせたいと考えた。児童に身近な地域を教材化し
たことで、児童が意欲的に課題を解決しようとする姿が見ら
れた。また、自分のタブレット端末に配信されたマップを拡

大して試行錯誤したり、個に応じた習熟課題を反復したりし
ながら、学習内容の理解を深めることができた。 
 授業評価からは、地域の教材化が児童の関心・意欲の高ま

りにつながったことが分かった。今後も工夫する。（図 11） 

 

 

 

 

 

 

 

図 10（左） 音楽科の授業評価 

図 11（右） 算数科の授業評価 

図 12 研究授業（11月）の様子 



オンラインを効果的に活用し、リアルタイムで学校や秋田県の小学校に伝える活

動は、臨場感があり具体的でわかりやすい発表となった。（図 13） 

４ 研究のまとめ 

（１）研究主題に関わることに関する意識調査（区調査 令和６年度６年生の経年比較） 

①自分の住んでいる地域は好きですか。（肯定的な回答率） 

全体の肯定的な回答率は高く、96.4pt と変わらなか

ったが、「そう思う」と答えた児童が 5.9pt 増加した。これは、カリキュラ

ム・マネジメントを充実させ、総合的な学習の時間を中心に地域と関わり合

いながら学習を進めた成果であると考える。 

 

②話し合いをしたり、発表をしたりする授業は好きですか。（肯定的な回答率） 

11.6pt上回る結果となり、本校児童の課題改善が見られた。また、「そう思

う」と答えた児童が 8.4pt 増加した。どの学習でも、ペアトークを取り入れ

るなど、少人数で話し合ったり発表したりする機会を多く取り入れたこと、

異学年交流や保護者・地域を対象にした発表会などを設定したことが、児童

の変容につながったと考えられる。 

（２）ICTの活用に関する意識調査（本校独自調査 令和５・６年度 ２～６学年の経年比較） 

 ①タブレットを使った学習は、自分が思ったことや考えたことを伝えやすいと思いますか。（肯定的な回答率） 

 7.3pt 上回る結果となった。普段からタブレットを活用した学習を行い、

様々な活用方法を身に付け実践してきたことで、児童がタブレット端末を学

習ツール（発表ツール）の一つとして使いこなす力が育成されていると捉え

る。さらに、学習活動のどの場面で活用することが、より学習を深めていく

ことができるかを考え、効果的なタブレットの活用方法を追求していく。 

 

 ②椎名町小学校の「タブレット活用のルール」は守っていますか。（肯定的な回答率） 

 1.7pt 上回る結果となった。情報モラルカードを使って日常的に指導した

ことにより、情報発信による他人や社会への影響を考え、ルールやマナーを

守ることが大切だという心情を育むことができた。 

今後も情報活用能力及びプログラミング的思考の育成に向けた指導目標を

もとに、情報モラルカードを活用しながら全校で情報モラルを確実に身に付

けさせていく。 

 

（３）研究の成果 

・「椎小 ICT活用モデル」をもとに学習過程と活用形態を意図的に選択して授業をデザインしたこと   

で、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指す ICT活用について実践的に検証するこ  

とができた。また、児童がデジタルとアナログの特性を踏まえ、適切に選択して問題解決を図った 

り、情報モラルを意識して学習したりする姿が見られ、児童の情報活用能力の向上につながった。 

・カリキュラム・マネジメントを工夫して特色ある地域の教材化を図り、地域と関わり合いながら学 

習を進めたことで、児童一人ひとりが自分たちの住む地域の良さを実感し、さらに誇りに思う気持 

ちが培われた。トキワ荘のミニ学芸員、プログラミングによる未来のまちづくりプロジェクトは、 

地域の恒例行事として位置付けていただくことができ、児童にとって大きな励みとなっている。 

・自然豊かな学校園で、保護者・地域・幼稚園・遊佐町の人々と共に農業体験・自然体験を計画的に 

実施したことで、豊かな心を育み、SDGs達成の担い手としての素地を養うことができた。 

（４）今後の課題 

・カリキュラム・マネジメントにより、地域との連携を工夫してカリキュラムを開発することができ 

たが、今後はコミュニティスクール等、新たなシステムを活用して継続・発展させていく。 

・授業評価を数値化したことで、視点が明確になった。この取組を日常的に実施して課題点を分析し、 

さらなる授業改善につなげる。 

図 13 トキワ荘マンガミュ

ージアムから中継で発表 



添付資料 

＜資料１＞ 情報活用能力とプログラミング的思考の育成に向けた指導目標（令和６年度版） 

 児童の実態を調査し、学習指導要領の観点に併せて、情報活用能力とプログラミング的思考の育成に

向けた指導目標を設定した。この目標を各教科等に位置付け、児童の情報活用能力とプログラミング的

思考の育成を図っていく。 

 

＜資料２＞ 授業デザイン「椎小 ICT活用モデル」 

 学習過程に沿って、ICT の効果的な活用を位置付けた。その際、学習形態（個別・協働・一斉）に併

せて分類し、再整理した。タブレット端末を過程に持ち帰ったり、校外での学習で活用したりする場面

も想定し、本校独自の ICT活用も加え、「椎小 ICT活用モデル」とした。このモデルを基に、教師は意図

的に、児童は目的を明確にもって ICTを活用するようになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜資料３＞ 「情報モラルカード」 情報モラル 椎小 18のルール 

 本校のタブレットルールから育成したい情報モラルを具体的な姿として細分化して整理し、ピクトグ

ラムで視覚化した。これらのカードを全ての教科等の授業で活用し、情報モラルの育成を図っている。 

 

 

                                                                         

                                

＜資料４＞ 第６学年 学級活動指導案           ＜資料５＞ 第３学年 総合的な学習の時間指導案 

  

情報モラルカードの活
用の様子（６年総合） 

授業のまとめでは、生
成 AIの特徴を整理 

情報モラルカードの活
用の様子（３年総合） 

テキストマイニングでキ
ーワードを選択 

トキワ荘では、実際の
学芸員にインタビュー 

教室では、トキワ荘と
能代市を結んで発表 


